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課題研究中間報告

支持的風土のある学級づくり

ー地域を教材化することからのアプローチー

山城 太智

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻・沖縄市立美原小学校

1. テーマ設定理由

現職教師として『良い学級』を作っていくことを目標にこれまで取り組んできた。だが現実は，不登校やい

じめなどの様々な間題が起こってしまい簡単にはいかなかったことが多い。この間題はどの学級にも起こり

うる間題である。授業を参観すると，児童が教師と共に生き生きしている学級もあれば，授業中にもかかわ

らず離席や授業と関係ない話声が聞こえる学級もあり，教師が困っている姿を見かける。児童の問題から発

生していることが多いが，学校という集団の中で児童とどう関わらせながら解決していけばよいのかと筆者

自身も悩み，同僚からも同じような悩みの相談を持ちかけられたことも多々ある。

「沖縄県学力向上推進5か年プラン・プロジェクトII」（令和2年3月）では，学びの質を圏める授業改善・

学校改善の考え方として，『支持的風土づくりの4つのポイント（安心，所属，承認，自立）を念頭においた

取り組み』を重要な取り組みとして位置づけている。沖縄県では，夢・にぬふぁ星プランII補完版である「『確

かな学力向上』支援プラン」（平成21年1月）にて『支持的風士』と『自尊感情』という言葉が初めて記載さ

れた。これは，平成 19年度から始まった全国学カ ・学習状況調査の課題から，『自尊感情』を高めるための手

立てとして『支持的風士』のある学級経営が打ち出されたものである。『自尊感情』は平成28年より『自己肯

定感』という文言に代わったが，今日の課題でもある（図 1)。

「学び（学習）は広い意味での自分探し（アイデンティティ形成過程）である」とし，集団として学校 ・学級

での学びとは『実践共同体への参加』としている佐伯(1995)は，図2のような『学びのドーナッツ論』を述べ

ている。それによると，教師がどちらかに偏り過ぎるのではなく，適切な『第1接面』と『第2接面』を持っ

ていることが大事だと述べている。また竹内(2016)は，「ケアは他者に同情して，他者を我が物とすること，

つまり『他者を我有化する』ことではない。それは，他者の他者性を尊敬し，他者の他者性に限りなく接近

し，他者の呼びかけに応答することであるJと他者との関りを述べている。

このようなことからも，『良い学級』を作るということで『自己肯定感』を高められるような『支持的風士』

のある学級経営を目指してきたが， 『支持的風士』のある学級経営において筆者自身がこれまで意識しなかっ
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図1. 全国学カ・学習状況調査の児童質問紙
による自己肯定感の推移と県の対策
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一見 「仲の良い」「まとまりのよ
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た他者と繋がる『第2接面』に着目する。そしてその『第2接面』で，地域を教材化することからアプローチ

できないかと考え今回のテーマ設定とした。

2. 先行研究

(1) 支持的風土と自己肯定感

杉田 (2014)は，「学級において目指すべき風土は，一人ひとりが生かされ，支え合い，認め合う『支持的な

風土』」とし， 「時間はかかるが友だちの失敗を温かく受け止め，助言したり注意したりしながら一緒に成長

していく集団」の必要性を述べている。また，「わかる授業SupportGuide」（平成25年10月）では，『支持的

風士』づくりのポイントとして 「一つの事柄に対して，多面的な見方 ・考え方ができるか」という項目もあ

り，『支持的風土』は，相手に感情的に同情するだけの学級ではないことを示している。

『自己肯定感(Self-esteem)』について「沖縄県教育振興基本計画 後期改訂版」（平成 29年8月）では，

「自尊感情 ・自己存在感 ・自己効力感などの言菓とほぼ同じ意味合い」とし， 「沖縄県では貧困などとの関係

から，自己肯定感が育ちにくい教育 ・社会環境にある子どもが多いと予測される」と述べている。「沖縄県学

力向上推進5か年プラン ・プロジェクト II」（令和2年3月）では，『自己肯定感の高まり』を 「児童生徒が，

自分のよさや可能性を認識すること」としており， 「不登校児童生徒への支援の手引き」（令和2年3月）では

不登校出現率が低く学力が良好な県との特徴の遵いのひとつに『自己肯定感』を挙げ，未然防止の対策とし

て 『支持的風土をつくる学級 ・学校経営』を重視している。

(2) 『第2接面』を生かすための地域教材の実践

「キレる子」や暴力，反応のない子など課題と思われる児童を指導していく中で地域教材を活用した実践

を行った中野(2017)は，「学校の中の指導にはないもう一筋の人間力。それが地域にはある。だから，私は地

域に出ることで，学校を見直し，授業を見直すことができた。」 と述べている。また秋田 (2000)も，「足元を

掘り起こすことで，（中略）土地の歴史的知識や理解だけではなく，地域への愛着や地域の人とのつながりを

も含むものである」と地域教材の持つ良さを指摘している。

全国学カ ・学習状況調査の児童質問紙による地域や社会に関わる活動の状況についての調査を調べてみる

と，沖縄県の場合，調査当初から全国平均より低い状況にあり，沖縄県の児童は地域との関わりが弱く，『第

2接面』に対する児童の意識が低いとも言える。そんな中で，琉球大学と石垣市立八島小学校との連携で行

われている『沖縄八重山学びのゆいまーる研究会』の実践(2018)は，地域の課題に目を向け， 学習していくこ

とで郷士への意識が変わり， 自分たちの存在を肯定していく姿を明らかにした実践である。それが 『第2接

面』の関わりだけではなく，自己肯定感 ・自尊感情への高まりにも繋がっている。

3. 研究の目的

本研究では，小学校の学級経営において 『第1接面』だけでなく『第2接面』も意識し，その部分を地域を

教材化することからアプローチし，支持的風土のある学級を醸成することができないか検証する。

4. 研究の方法

(1) 実習校にて地域教材を活用した授業を実践し，アンケートから児童の意識の変化を調べる。

(2) 8市町村の先生方 14名に聞き取り調査を実施し（期間：令和2年8月-11月），分析を行う。

5. 研究内容

(1) 実習校での実践

9月の実習においては6年生2クラスで道徳の内容項目『伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度』の

授業を週一時間ずつ行い，児童自身が地元の地域のことを知り，良さを感じ地域に誇りを持つことで，児竜
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の『第2接面』に対する意識を高めることができるかを検証するために授業を実施した。

表1 主題、本時のねらい、授業内容、教材名について

キ顆名、本時のねらい、技菜内谷、 弟 1名

這名：「日本のよさを大切に」 「これが日本」

a: 
ねらいわが国には人々がこれまで長い時間かけて大切に育んできた伝統文化や自然が多くあることが （出典光文割浣）
分かり，日本の伝統や文化に誇りを感じ守りたいと思う心情を育て，日本の郷土のよさを受け ※中頭地区の教科書
継ぎよりよくしていご うとする態度を養う。

授業内容.s本のよさをあげ、自分たちにできることを考える。
主題名：「伝統を守る」 「守り、受けつぐべきもの

a3 
ねらい伝統を守り受け継ぐことは，時に厳しさや難しさを伴うが，それでも守り抜こうと思う背景に うるま市の平敷屋（東エイサ

は，先人の努力を思うよ感う謝とのす気る持心ち「青やを地育域てへるの誇りがあることに気付き，受け継がれてきた伝 ー）」

統や文化を大切にし るを。考 （出典 日本文教出版沖縄
授業内容他地域の伝統芸能を受け継ぐ人々の想い え、自分たちの地域に目を向ける。 県版）

2時目に地域の教材を活用した授業を行った。

2クラス分のアンケート結果から， どちらの質問

とも 1, 2と答える割合が高くなった（図3)。地

域教材を活用したことで，以下の感想のように児

童の関心は高まり，『第2接面』や他者を意識する

ような児童もいた。

図3 地域の行事に参加しようと思うようになりましたか？

I 1, 2と評価した児童の感想l
0自分の住んでいる地域のことを改めていいなと思えました。

0沖縄の伝統を受け継いで，エイサーや組踊などに参加してみ

たいなど囲いました。

0地域の行事に参加して，地域のおじい，おばあと仲良くなり
たVヽ0

-1111目 -IHI目
1の 4の割合

4の

40% 41% 

1 . 当てはまる 2. どちらかといえば当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない）

(2) 沖縄で地域教材を活用し実践されている先生方からの聞き取り調査

池内 ・岡本(2019)によると，支持的風士に関連するキーワード（「信頼関係」，「人間関係」，「存在感」など）

の抽出とその出現回数を調査した結果，関連キーワードの出現回数の多い教科は「特別の教科 道徳」と 「特

別活動」であった。また，一般的に『第2接面』を意識し，地域教材の活用が多く実施されている教科として

「社会科」 I総合的な学習の時間」が挙げられる。その教科を中心に，文献や沖縄県立総合教育センターの

実践報告などから，地域教材を活用した実践をされている先生方を対象に聞き取り調査を実施し，地域教材

を活用したことで「⑦自己肯定感の高まりなどの変容が児童個々に見られたか」，「⑦学級の支持的風士の醸

成につながる変容が見られたか」に対する返答をまとめた（表2)。

⑦に関しては全員があると答え，地域教材を活用することで地域を再認識し，興味を持ち，結果として自

己肯定感に結びついたと話した。①に関しては，△の 5人は，児童が積極的に学習に参加する手立てと考え，

支持的風土の学級づくりという視点ではなかったと答えた。 0の1人は，初めは学級経営として意識してい

なかったが，地域教材を実践することで児童の表情が変わり，学級全体が生き生き活動し始めたと言う。そ

れは地域を学ぶことで好きになり，児童自身の居心地の良い居場所となり，心に安心感が生まれたからでは

ないだろうかと児童から学級を見直したことを答えた。今でも伝統芸能を続け，地域に戻って活躍している

教え子も多いと言う。◎の8人は，実践しながらも，学級全体が支持的風土のある学級に変容していくこと

を構想し実践した。したがって， どう地域教材を活用し実践していこうかを考え，児童の個々の自己肯定感

の高まりだけでなく，学級集団としての支持的風土を醸成する相乗効果を期待していたと答えた。

聞き取り調査の結果から，単に地域教材を活用すれば，支持的風土が生まれるのではなく，教師がどうい

う意図をもって，実践を構想し取り組んだのかと関係している。授業を豊かなものにする視点だけでなく，

学校の教育活動全体に集団をつくる『第2接面』の意識も持って取り組んでいく視点が重要で，それが支持

的風土のある学級づくりへとつながることがわかった。
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表2 インタビューの結果

校種
実践教科

⑦地域教材→
⑦集地域団教に材変→容 ①に関するコメント

（教員年数） 個に変容

小(11) 道徳 ◎ △ 
・正直ない。なにかしらはあるんだとは思うんだ

・学け級ど経。営と結びつくとは思うけど，どれくらい
小(15) 社会、総合 ◎ △ 関わっているのかはまだわからない。

◎ △ 
・地域教材をとり上げたから子供たちが良くな

小(18) 社会、総合、特別活動（学芸的行事） ったということを目的としていない部分もあ

小(19) 国語、総合、特別活動（学芸的行事） ◎ △ ・変る容。はあるが，グループ活動などで活動するこ

小(30) 社会、総合 ◎ 
とが多いので，地域素材や地域教材を扱った

△ からということではない。

小(30) 国語、総合、特別活動（クラブ活動、学芸的行事） ◎ 

゜
・データを取っているわけではない心が感，だ子と供か達，そも
生き生きしてくる。いろんな安

小(19) 社会、総合、音楽、体育、特別活動（学芸的行事） ◎ ◎ 
ういう見えない心の部分にも働きかけられて
いそう。

◎ ◎ 
・学習に意欲的に取り組むようになった。

小(20) 社会、総合、特別活動（学校行事） ・身近な地域という共通の士台が揃っているの

◎ ◎ 
で，子供達が意見を言いやすくなり参加でき

小(21) 社会、総合、道徳、特別活動（学芸的行事） るようになっ姿た。勢力
・学びに向かう 整ゞってくる。

小(23) 体育、総合 ◎ ◎ ・物怖じせず他者と関わり合えるようになった。
・男女の仲が良くなり，放課後も一緒に遊ぶよう

小(24) 社会、総合、特別活動（学校行事、学芸的行事） ◎ ◎ になった。
• 生き物をかわいがったり，ものを大切にしたり

中(25) 国語、道徳 ◎ ◎ する心が芽生え活て動きをた積。極的
・ボランティア に行うようになっ

小(31) 社会、総合、特別活動、道徳、 PTA活動 ◎ ◎ た。
・より良いものを作り合うための意見のぶつか

小(35) 社会、総合、 PTA行事、修学旅行 ◎ ◎ 
り合いはあっても， 自分のわがままと言うか
やりたい事のぶつかり合いは減っていった。

6. 今後の研究について

地域教材を活用することで，個への働きかけは確実にあることは実習を通しても確認された。次年度は，

支持的風士のある学級づくりをすすめる手立てとして，学校や児童の実態に即し，集団をつくる視点を加え，

『第2接面』を意識した教材を活用しながら，支持的風土のある学級づくりを行っていきたいと考える。し

かし，集団づくりの視点が必要だということはわかったが具体的ではないので，地域教材を活用した年間力

リキュラムを作成し，そこに集団づくりの視点を具体的にどう加えれば良いのか，手立てを明らかにしたい。
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